
タ
タ
イ
王
国
チ
ェ
ン
ラ
イ
県

郊
外
の
タ
ム
ル
ア
ン
洞
窟

で
、
2
0
1
8
年
6
月
23
日
、

地
元
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
コ
ー
チ
一
人
と
少
年

12
人
の
遭
難
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。
J
I
C
A
も
救
助
活
動
に
協

力
し
、
7
月
10
日
ま
で
に
13
人
全

員
が
救
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
故
発
生
後
、
J
I
C
A
は
排

水
や
土
木
分
野
の
専
門
家
2
名
他

を
現
地
に
派
遣
し
、
タ
イ
政
府
関

係
者
に
効
率
的
な
排
水
方
法
や
、

新
た
な
水
の
流
入
を
防
ぐ
手
段
を
助

言
し
ま
し
た
。
ま
た
、
宇
宙
航
空
開

発
研
究
機
構
（
J
I
X
A
）
な
ど

の
協
力
を
得
て
衛
星
画
像
を
活
用

し
た
高
精
度
の
地
形
図
を
作
成
し
、

救
助
用
の
坑
道
や
雨
水
の
流
入
口

の
探
査
な
ど
に
活
用
で
き
る
よ
う
、

等
高
線
や
洞
窟
の
ル
ー
ト
予
想
図

を
書
き
加
え
て
タ
イ
政
府
に
提
供

し
ま
し
た
。
現
地
に
は
14
年
に
タ

イ
政
府
に
無
償
供
与
し
た
ポ
ン
プ

車
2
台
も
派
遣
さ
れ
、
洞
窟
の
排

水
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し

た
協
力
が
救
助
活
動
の
一
助
と
な

り
、
13
名
全
員
の
救
出
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

　

タ
イ
国
は
各
国
か
ら
の
支
援
に

謝
意
を
表
明
し
、
7
月
4
日
に
は

ワ
チ
ラ
ロ
ン
コ
ン
国
王
か
ら
本
救

助
活
動
に
参
加
し
た
全
関
係
者
に

向
け
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
18
日

 

2
0
1
8
年
7
月
26
日
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
と
モ
ロ
・

イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
と
の
和
平
合

意
に
基
づ
き
、
新
自
治
政
府
を
新

た
に
設
立
す
る
た
め
に
必
要
と
な

る
「
バ
ン
サ
モ
ロ
基
本
法
」
が
成

立
し
、
J
I
C
A
が
長
年
支
援
を

続
け
て
き
た
和
平
プ
ロ
セ
ス
が
一

つ
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の

バ
ン
サ
モ
ロ
地
域
で
は
、1
9
7
0

年
代
以
降
、
分
離
独
立
を
求
め
る

イ
ス
ラ
ム
武
装
勢
力
と
政
府
軍
の

武
力
衝
突
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
「
ミ
ン
ダ
ナ
オ
紛
争
」
は
、

2
0
1
4
年
の
包
括
和
平
合
意

ま
で
に
数
十
万
人
の
犠
牲
者
を
出

す
な
ど
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
抱
え
る

大
き
な
国
内
問
題
で
し
た
。

　

40
年
以
上
に
わ
た
り
紛
争
の
影

響
を
受
け
て
き
た
バ
ン
サ
モ
ロ
は
、

国
の
社
会
経
済
開
発
か
ら
大
き
く

取
り
残
さ
れ
て
き
た
た
め
、
イ
ン

フ
ラ
や
教
育
、
医
療
な
ど
社
会

サ
ー
ビ
ス
の
整
備
が
立
ち
遅
れ
、

日本の支援で建設されたミンダナオ島の小学校。
宗教が異なる子どもたちもともに学ぶ
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 J

I
C
A
は
「
途
上
国
の

課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ
ス

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ビ
ジ
ネ
ス
）
調
査
」
＊

の
2
0
1
8
年
度
第
1
回
公
示
の

結
果
、
採
択
案
件
と
し
て
6
件
を

選
定
し
ま
し
た
（
別
表
）。

　

15
年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択

さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
S
D
G
ｓ
：S

u
s
ta

in
a
b
le 

Developm
ent Goals

）」
は
、
国
際

社
会
が
30
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き

課
題
を
掲
げ
た
世
界
共
通
の
目
標

で
す
。
そ
の
大
き
な
特
徴
は
、
民

間
企
業
を
主
要
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
の

一
つ
と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
で
す
。

C
S
R
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）

の
浸
透
や
E
S
G
（
環
境
・
社
会
・

企
業
統
治
）
投
資
の
世
界
的
な
広

が
り
も
後
押
し
し
、
貧
困
減
少
や

都
市
問
題
の
解
決
な
ど
に
向
け
た

取
り
組
み
が
世
界
的
に
活
発
化
し

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
、

J
I
C
A
で
は
民
間
企
業
な
ど
と

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
加
速
を

目
指
し
た
官
民
連
携
支
援
ス
キ
ー

ム
の
拡
充
を
行
い
、
多
様
な
技
術
・

ア
イ
デ
ア
を
持
つ
民
間
企
業
と
と

も
に
、
S
D
G
s
の
達
成
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
採
択
さ
れ
た
案
件
は
飢
餓
・

栄
養
や
健
康
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、

格
差
是
正
へ
の
貢
献
、
気
候
変
動

へ
の
適
応
力
向
上
を
目
指
す
も
の

な
ど
、
ど
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業

が
持
つ
強
み
を
活
か
し
た
取
り
組

み
で
す
。
社
会
課
題
へ
の
取
り
組

み
を
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

と
と
ら
え
て
企
業
経
営
に
取
り
込

む
動
き
が
進
み
つ
つ
あ
る
中
、

J
I
C
A
は
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
制
度
を
通
じ
て
民
間
企
業
と

連
携
し
、
途
上
国
の
課
題
解
決
に

向
け
て
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

に
は
ソ
ム
キ
ッ
ト
副
首
相
か
ら
感

謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
タ
イ
国
民
か
ら
も
メ
デ
ィ

ア
や
S
N
S
を
通
じ
て
感
謝
の

気
持
ち
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

J
I
C
A
は
今
後
も
国
際
社
会
と

連
携
し
、
途
上
国
で
の
有
事
へ
の

迅
速
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

貧
困
率
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

J
I
C
A
は
02
年
の
「
平
和
と
安

定
の
た
め
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
支
援

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
以
来
、
約
15
年
に

わ
た
っ
て
、
農
業
や
教
育
、
貧
困

減
少
、
小
規
模
イ
ン
フ
ラ
整
備
な

ど
の
支
援
を
紛
争
で
被
害
を
受
け

た
地
域
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
基
本
法
の
成
立
に
よ
り
、

自
治
地
域
の
領
域
を
決
め
る
住
民

投
票
の
実
施
や
、
暫
定
統
治
機
構

の
設
立
な
ど
、
新
自
治
政
府
の
設

立
に
向
け
た
準
備
が
始
ま
り
ま
す
。

J
I
C
A
は
引
き
続
き
移
行
プ
ロ

セ
ス
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。 山岳救助隊司令部で地形図を説明する

JICAタイ事務所の三宅繁輝次長（中央）

採択案件（略称） 対象国
 デング熱対策のための防蚊衣類生産・販売調査 インドネシア
 小規模農家の収入向上のためのセンナ栽培・加工品販売調査 ミャンマー
 農村部の金融アクセス向上のための
 融資付帯保険商品開発・普及調査 ミャンマー

 農家の収入向上のためのモリンガ生産・加工品販売調査 バングラデシュ

 衛星データを活用した農作物生産性向上のための
 農業情報サービス調査

南アフリカ

 栄養改善及び女性の収入向上のための
 大豆食品バリューチェーン構築調査 ブルキナファソ

＊
２
０
１
８
年
7
月
末
よ
り
新
制
度
に
変
更
。
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